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ローマ都市・カルヌントゥム 

2019年 7月 

荒川 満 

序 

 

 2019 年 4月 30日から 5 月 5日の 6日間、青山佾都市調査会代表（明治大学名誉教授、元東京都

副知事）一行のオーストリア・ウィーン視察に参加する機会を得た。 

 本稿は、行程のひとつであったウィーンの郊外にあるローマ都市・カルヌントゥムの遺跡に関する

報告書である。ハプスブルク家が神聖ローマ帝国の都をウィーンに置く遥か以前に、イタリア・ロー

マから遠く離れたこの地でローマ都市がいかに築かれ、人びとがどのような生活を送っていたのかを

知る良い機会となった。 

 以下、ウィーンやカルヌントゥムの時代背景となった古代ローマを振り返りつつ、視察したカルヌ

ントゥム遺跡を紹介する。 

 なお本稿は、基本的にカルヌントゥムについて整理したものであり、ウィーンについてはカルヌン

トゥムに関わる範囲で取り上げた。 

 また記述の構成だが、第 1 章はローマ時代におけるドナウ川一帯の属州および部族等に関する歴

史を整理した。地域を限定しているので日本の文献や情報は少なく、そのため英文や独文等のウェブ

サイトをできるだけ検索し、入手した多くの情報について整合性をチェックしながらとりまとめたも

のである。全体を通じて、検索したサイトおよび資料は相当数に及び、また、本章では遺跡の説明に

先立って歴史の大きな流れをつかんでいただければとの観点から古代史を整理したので、一つひとつ

の出典名の掲載は省略させていただいた。ただし、出来事の発生年等で諸説ある場合は文中でその旨

記した。 

 なお、カルヌントゥム関係についてはニーダーエスターライヒ考古学文化公園運営協会及びその関

連のウェブサイト、ウィーン関係についてはウィーン博物館（ローマ博物館）及びその関連のウェブ

サイトが有用であった。 

 第 2章のカルヌントゥム遺跡は、現地視察をベースに、視察の際に入手した前記協会発行のツア

ーガイドブック（英文）並びに同協会関連のウェブサイトの各種解説を参考にして記述した。 

 

第 1章 こうしてローマ都市はつくられた 

 

（ウィーンとカルヌントゥム） 

 ウィーンもカルヌントゥムも、かつてはロンドン（ロンディニウム）やパリ（ルテティア）と同じ

ローマ帝国の版図につくられた、いわゆるローマ都市であった。 

 ウィーンは当時、ウィンドボナ Vindobonaと呼ばれていた。ローマ人が入る前に住んでいたケル

ト人の言葉で「vind（白い）bona（土・集落など）」を意味する説がある一方で、ケルトの神であ

る vindosの集落とする説もある。 

 また、カルヌントゥムは、Carnuntum または Karnuntum と記し、これもケルトの神 cernunnosに

由来するとされている。カルヌントゥムの場所は、ウィーンから東に直線で約 40キロ弱、ドナウ川

沿いの 2つの村ペトロネル＝カルヌントゥムとバート・ドイチュ＝アルテンブルクにまたがってい

る。発掘された遺跡の一部はその場所で復元され、考古学公園として一般公開されているので、かつ

てのまちを体感すことができる。 

 この両ローマ都市が建設されたのは、民族大移動の直前の紀元 1世紀である。 

 カルヌントゥムは、建設の以前からヨーロッパ大陸を南北に貫く交易路の要所であり、そこにロー

マ帝国軍団の本部キャンプと軍団を支援する民間居留地（カナバエ）が置かれて軍事都市がつくられ
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た。さらに隣接地にはローマ市民が入植して経済活動などを行う市民都市が形成された。これら軍事

と市民の両都市があいまって、ついには帝国属州の州都にまで発展した。しかし、その後のカルヌン

トゥムは民族大移動の中で消滅する運命をたどることになる。 

 一方、ウィンドボナは、カルヌントゥムの軍団本部キャンプから一日で歩兵部隊が移動できる範囲

の 30～40キロ地点に軍団サブユニットが置かれ、周囲には民間居留地も発達して軍事都市として作

り上げられた。いわばカルヌントゥムの弟分だ。ところが、この弟は民族大移動で一時期荒廃したも

のの、消滅する道をたどらずしたたかに復活し、中世は帝都として輝き、現代では有数の国際都市と

して活躍し新たな発展を目指している。 

 

（帝国の国境ドナウ川） 

 ウィーンとカルヌントゥムを流れるドナ

ウ川は、ヨーロッパ 10か国を貫き、長さ

がヨーロッパ第二位の大河川である。ロー

マ帝国時代は、西のライン川とともに帝国

の国境防衛線（リメスロード）として重要

な役割を果たした。 

 上流部はドイツ山中に端を発し、東に向

かってオーストリア、スロバキアまで流れ

る。スロバキアから中流部となって、ハン

ガリーとの国境を流れ、ブダペスト付近か

らハンガリー中央部を南下する。さらにク

ロアチア・セルビアの国境、途中からセル

ビア国内を東に向かって進み、ルーマニア

との国境まで流れる。そこから下流部にな

り、ルーマニア・ブルガリアの国境を流れ、最後にルーマニアからカスピ海に注ぐ（図 1）。 

 このドナウ川上流部のウィーン以東の右岸とハンガリーを南下する中流部右岸の地域を本稿では

「ドナウ川西岸」または「ドナウ川中流部西岸」と呼ぶ。ローマ帝国が異民族を下して版図を拡大す

るには、領土の北方や東方にアルプスを越えずに行けるこの東回りルートを確保し、ドナウ川西岸を

はじめとする国境防衛線に属州と軍事拠点を設置する必要があった。カルヌントゥムやウィンドボナ

は、そうした要請のもとに建設されたローマ都市であった。 

 

（パンノニアの人びと） 

 ドナウ川には多くの支流がある。ドナウ川西岸は支流に恵まれ肥沃な国土を形成し、そこに古くか

ら住んでいたのがパンノニア人だといわれる。パンノニア Pannoniaの名前の由来は、インドヨーロ

ッパ祖語の pan（湿地、水など）だとする説があるくらいだから、川の多い土地だったのだろう。紀

元前 3～2世紀になると、中央ヨーロッパに広く分布していたケルト人がパンノニアなど東方の地域

に進出し、パンノニア人は次第にケルト人に同化されハルシュタット文化に組み込まれていったとい

う。また、歴史記録を見ると、紀元前 2～1世紀ごろのパンノニアにいる部族名としてボイイ人・ボ

イイ族 Boiiの名前が出てくるが、ボイイ人はケルト人の別名ともいわれている（図 2）。 

 しかし、この頃のパンノニアについて詳しい記録は残っていないようだ。歴史記録はパンノニアの

南側の、よりローマに近いアドリア海東岸地域について詳しく残っている。この地域はイリュリアと

呼ばれ、将来カルヌントゥムやウィンドボナに大きな影響を与えているので、その歴史を整理してみ

た。 

 

（イリュリア王国の支配） 

図1 ドナウ川とライン川 
(https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/8/8d/Danube
map.JPGに加筆) 
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 アドリア海に面した東岸地域は、現在の国

名でいえば、湾奥のスロベニアからクロアチ

ア沿岸部、ボスニア･ヘルツェゴビナ、モンテ

ネグロ､アルバニアにかけての地域である。 

 紀元前 10世紀頃には多数の部族からなる

イリュリア人が住み、紀元前 8世紀頃にはイ

リュリア王国が形成されていた。北側のパン

ノニア人とは部族的に近いとされ、交流も行

われていたが、紀元前 4世紀、イリュリア王

国で力のある国王が出現すると、周辺部族に

支配の手を伸ばしていった。 

 しかし、アレキサンドロス大王等が率いる

マケドニア王国との戦いには敗北を続けた。

同世紀後半に大王が死に、紀元前 3世紀にな

るとイリュリア王国に女王テウタが出現しふ

たたび国力を回復。周辺に武力攻撃をしかけ

るとともに、王国では海賊行為も合法である

としてローマ商船襲撃を支援した。また、王

国南部の部族は、ローマと親交のあるギリシ

ア諸都市に侵攻した。 

 こうした行為に対し、ローマ共和国は紀元前 229年アドリア海に海軍を派遣し、イリュリア王国

と戦争（イリュリア戦争）を起こした。大きな戦いが紀元前 168年までに 3 回行われた。その過程

で、イリュリア北西部のダルマチア部族が王国から独立してダルマチア共和国を建国することもあ

り、結果的にイリュリア王国は 168年にローマ共和国に敗れ、王国に残された南部地域も翌年ロー

マ共和国の保護領になった。 

 イリュリアという地域は、海に面しているので港が発達し、内陸には鉱山などもあって、立地条件

に恵まれている。対岸にあるローマにとっても、経済的にもまた戦略的にも価値の高い地域であっ

た。帝国の力が及ぶようになった紀元前 2世紀中葉、東方の黒海沿岸のビザンチンからこのイリュ

リアの港までエグナティア街道という重要なローマ街道がつくられている。この港からアドリア海を

渡って対岸のイタリア半島に上陸するとアッピア街道に接続し、ローマの都へは最短で行くことがで

きた。 

 

（イリュリアで戦うカエサル） 

 イリュリアを手に入れたローマ共和国は今度は、北西部で独立したダルマチア共和国に対して矛先

を向けた。ダルマチアがイリュリア王国と同様に海賊行為やローマ人襲撃を行ったからである。この

ダルマチアに対する征討はローマ・ダルマチア戦争といわれ、紀元前 156年から同 34年までの長期

間に及び、その間の戦争が 5 回確認されていている。最後の戦争では、ローマの領土拡大のために

辺境や海洋で戦っていた皇帝即位直前のオクタウィアヌスが登場し、ダルマチアの首都セトヴィア

（現クロアチア南部のクリス。世界遺産スプリトの北）を占領してローマ・ダルマチア戦争を終結さ

せている。 

 戦争中の紀元前 58年、当時執政官であったユリウス・カエサルはイリュリアおよび北イタリアの

軍事・行政担当責任者になり、イリュリアにおいてはダルマチアとの戦争に加え、ドナウ川中流部の

東側（現ルーマニア）にいるダキア王国（ダキア人はバルカン半島のトラキア系民族の一派）と戦争

を行っている。その間の一時期、ダキアの国王がローマとの戦いを休止してダキア王国の東方に矛先

を向けたとき、カエサルも西方のガリア地方とブリタニア地方に出兵している。このときの戦績をま

図2 パンノニアと周辺地域の部族（紀元前1世紀） 
（https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/d/dc/Pann
onia_popolazioni_png.png に加筆） 
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とめた自己宣伝的な記録がガリア戦記（紀元前 58～51年）である。 

 このあとカエサルは、ルビコン川を渡って元老院派のポンペイウスと内戦を繰り広げる。カエサル

に追われたポンペイウスは、イリュリアに渡って現地部族の支援を受けるが、紀元前 48年エジプト

で殺害された。一方、内戦を制したカエサルだが、紀元前 44年元老院会議場のポンペイウス像の下

で暗殺された。 

 カエサルの相続人となった大甥のオクタウィアヌスは、紀元前 35～33年にイリュリアにたびたび

遠征している。これは部族の反乱など不安定な情勢への対応とともに軍隊の弛みの防止・引締めのた

めでもあった、と当時の歴史家は記録している。 

 以上見てきたように、イリュリアは海洋に面し、またローマに近いこともあって、両者間の戦いは

激しいものとなった。 

 パンノニアの部族は、隣接するイリュリアのダルマチア人と同盟を結んで、ローマ軍に対して抵抗

するようになった。これに対して、ローマ軍を率いるオクタウィアヌスは、パンノニアの掌握と東方

のダキア人を攻めるため、紀元前 35年パンノニアに軍団を派遣した。パンノニア南部にあるシスキ

ア（現クロアチア北部のシサク）はドナウ川支流サヴァ川に守られた堅固な集落である。オクタウィ

アヌスは同年そこを攻め落とし、東方のダキア人攻撃の要塞としている。 

 

（属州の設置とパンノニアでの戦い） 

 紀元前 27年、イタリア半島のローマではオクタウィアヌスが元老院の満場一致で初代ローマ皇帝

（アウグストゥス、27BC～AD14）に推挙された。歴史上これ以降のローマは帝政時代に入ったと

される。 

推挙を受ける前、オクタウィアヌスは元老院に対し、或る提案を行った。属州のうち比較的安全

な属州は元老院が総督を選出する「元老院属州」とし、軍団キャンプを設営するような国境の属州は

「皇帝属州」とするというものだ。面倒が減ることになるので元老院は大いに喜んだという。 

 同じ紀元前 27年、パンノニア南部とイリュリア（歴史家はこの頃のイリュリアをダルマチアと呼

んでいた）をあわせた地域にイリュリクム属州が設置された。この属州はまだ元老院属州であった。 

 紀元前 14年から 11年までパンノニア南部とイリュリア＝

ダルマチアの北部で反乱があり、ローマ軍は出動を余儀なく

された（パンノニア戦争）。その結果、紀元前 11年の後半、

元老院属州であったイリュリクム属州は皇帝属州に移行する

こととなった。さらに紀元前 11年から 10年にかけての冬、

凍ったドナウ川中流部を東方のダキア人が渡って西岸のパン

ノニアに侵入し属州内で強奪を働いた。皇帝即位直前のティ

ベリウスは遠征先のガリアから引き返し、繰り返される暴動

を制圧した。 

 

（ローマ軍、カルヌントゥムやウィンドボナに滞在） 

 西暦 6年、ローマ帝国は、ゲルマニア地方のマルコマンニ

族に対する軍事行動をとるために、ローマ兵による軍団編成

を行うとともに、補助軍団として属州内の部族を集めたとこ

ろ、ダルマチアとパンノニアにいる 2つの部族が反乱を起こ

した。2つの部族の首領は同じ名前のバトという。そこから

この戦争はバトニアヌム戦争と呼ばれる。 

 帝国二代目の皇帝になったティベリウスは軍を率いて反乱

制圧に動き、西暦 6年パンノニアのドナウ川上流右岸にある

カルヌントゥムに軍団の冬期キャンプを設営した、との記録がある。このときウィンドボナにも軍団

写真 1） ブラウンスベルクの丘（カルヌント
ゥムの北東 8.5キロ）にある碑。 
「ｲﾘｭﾘｱ人定住 900-300年 BC､ｹﾙﾄの堡
塁 1世紀BC、ﾛｰﾏによる破壊 AD6年」と
歴史を物語る。 ＜筆者撮影 2019.5.1＞ 
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が到来したという記録が残っている。まさに西暦 6年は、カルヌントゥムとウィンドボナでローマ

都市建設に向けて端緒が開かれた年であった（写真 1）。またこの年、帝国はイリュリクム属州の範

囲をドナウ川上流のパンノニア北部まで拡大している。 

バトニアヌム戦争は西暦 9 年にティベリウス帝によって鎮圧された。そのとき、生き残って捕ら

えられたダルマチアの指導者バトに対し、ティベリウス帝は「なぜ反逆したのか」と聞いた。バトは

「悪いのはあなたがたローマ人のほうだ。自分たちの群れを守るために犬や羊飼いでなくオオカミを

送り込んできたではないか」と返した、と歴史家の記録にある。辺境を支配する際には地元部族と同

盟等を結んできたローマであったが、支配することの難しさを示すエピソードである。 

 バトニアヌム戦争終了後の西暦 10年（20年以降との説もある）、イリュリクム属州はドナウ川支

流のサヴァ川付近で北と南に二分割され、北側のドナウ川上流部（カルヌントゥムやウィンドボナが

ある）までをパンノニア属州、南側のアドリア海沿岸までをダルマチア属州とした。 

 

（属州による統治とは） 

 西暦 14年アウグストゥスは生涯を閉じ

た。後を継いだティベリウス以降の皇帝

は領土拡大に奔走し、ヨーロッパはもと

よりアジア、アフリカ各地の民族を下し

て属州をつくり、そこに前線基地として

ローマ都市を築いていった。こうして版

図を広げ、アウグストゥスから数えて 14

代目のトラヤヌス帝（在位西暦 98～117

年）の時代に最大版図を達成している。 

 属州は、帝国の領内に設置された国家

統治の仕組みである。ラテン語表記で

「provincia プロウィンキア」、英語の

province（カナダやオーストラリアの州、

中国の省など）の語源になっている。異

民族との戦いが激しくなり、さらに統治

強化の必要性が高まると、属州の分割・

再編が行われた。パンノニア属州も 103

年～107 年の間に二分割され、西側が上

パンノニア属州、東側が下パンノニア属

州となった。このときカルヌントゥムは

上パンノニアの州都に位置づけられた。

下パンノニアの州都はアクインクム､現在

のハンガリーの首都ブダペストである。

これらの両属州は、3世紀末期のディオクレティアヌス帝の時代にさらに二分割された。それだけ戦

況が厳しく、体制強化が必要であったのだと思う。 

 属州には統治者として総督が置かれた。総督は行政の長として属州市民に対する課税権を持ち、ま

た裁判権も有し、軍団の司令官を兼ねることもあった。総督は、執政官や法務官の中から元老院又は

皇帝が任命する。都市の運営は、執政官 2名などの政務官グループとローマの元老院に相当する参

事会とによって行われていたので、属州は集権的に運営されていたといえる。 

 属州の数について西暦 117 年のローマ帝国最大版図（The maximum extent of the Roman Empire

ウェブサイト掲載）で数えてみると、全部で 46州設置されており、そのうち元老院が総督を任命す

る属州（元老院属州）は現在のイタリアやギリシヤ、対岸のアフリカなどの地中海周りに 13州設置

図 3  ローマ時代のドナウ川流域の属州、主な集落・部族 
(https://de.wikipedia.org/wiki/Datei:Roman_provinces_of_Illyric
um,_Macedonia,_Dacia,_Moesia,_Pannonia_and_Thracia.jpg
の一部抜粋) 
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され、また皇帝が総督を任命する属州（皇帝属州）は異民族との戦いを繰り広げる国境線沿いを中心

に 33 州設置されていた。 

 帝国後期になると一層異民族との争いが激しくなった。それに対応して、権限と指導力のある属州

総督が現れるようになり、なかには属州総督から皇帝に選ばれる者まで出てきた。パンノニア属州の

総督セプティミウス・セウェレスはまさにその一人であり、自分の軍団の推挙で西暦 193年にロー

マ皇帝になっている。余談だが、その子はローマで大浴場を建設したカラカラ帝である。 

 

（ローマ都市になったカルヌントゥム、ウィンドボナ） 

 ニーダーエスターライヒ考古学文化公園運営協会の

情報によると、パンノニア北部のカルヌントゥムに

は、西暦 6年に軍団の冬期キャンプが置かれ、41～54

年頃に軍団が駐屯を開始している。カルヌントゥムは

ドナウ川に沿った国境防衛線にある防壁の道（リメス

ロード）沿いにあるが、加えて、新石器時代から青銅

器時代にヨーロッパ中央部にできたバルト海・地中海

を結ぶ琥珀街道（アンバーロード）がローマ時代にな

るとヨーロッパ東部にもルートが形成され､カルヌント

ゥムはその交易路上の重要拠点でもあったことが軍団

本部の適地として選ばれた理由だと考えられている

（図 2）。 

 ローマの軍団は、時代で軍団数は変わるが概ね 30

前後であったようだ。一軍団は歩兵数 6000人規模

で、基本単位の百人隊（ケントゥリアといいセンチュ

リーの語源でもある）が 60隊あり、その上に中隊

（マニプルス）、大隊（コホルス）が編成されて、最

終的に軍団（レギオ）となる。 

 カルヌントゥムに最初に駐屯したのが西暦 41年の

第 15 軍団アポリナリス。土と木の要塞建物だったが、軍団駐屯によりカルヌントゥムをはじめドナ

ウ川上流地域のローマ化が開始された。その後軍団は何回か交替されたが、西暦 2世紀にキャンプ

を張った第 14軍団ゲミナは要塞を石造にした。この軍団は 5世紀中葉のカルヌントゥム最期のとき

まで駐屯した。 

 属州の拠点に軍団キャンプが置かれると、その周囲には、軍団を支えるために居住・物品・飲食・

遊興等の機能を提供する民間居留地が栄え、それらが合わさって軍事都市を形成する。この点はカル

ヌントゥムもウィンドボナも同じであるが、カルヌントゥムは交易路の要所であったことから、軍事

都市からほんの数キロ離れたところに交易等の経済活動を行うローマ人などが入植して、軍から独立

した市民都市が形成された。 

 交易路の要所に作られたカルヌントゥムは、西暦 103～107年頃には上パンノニア属州の州都とな

り、124 年頃には上層市民に一定の市民権が認められる自治市（名称はムニキピウム・アエリウム･

カルヌントゥム）になり、さらに 194年には全市民がローマ市民と同じ市民権を持ち、都市の自治

権も拡大された植民市（名称はコロニア・セプティミア・アウレリア・アントニニアナ・カルヌント

ゥム）に格付けされている。当時の住民数は 5万人を数えたという。 

 一方ウィンドボナは、前述したとおり、軍団本部のあるカルヌントゥムから一日行動圏の地点にサ

ブユニットとして設営された軍事拠点であった。ウィーン博物館のウェブサイトによると、軍団キャ

ンプが駐屯するようになったのはトラヤヌス帝即位直前の西暦 97年で、カルヌントゥムから 40～

50年ほど後である。カルヌントゥムのような市民都市は形成されなかったが、軍団キャンプ近傍に

図4 アンバーロードとリメスロード 

（http://trade-routes-resources.blogspot.com/2008 
/02/amber-routes.html に加筆） 
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軍団支援の民間居留地を備えた軍事都市として発展した。そして 2世紀初頭には、3万人が住む都市

に成長した。帝国内における都市の格付けも 212年に自治市に昇格している。 

 

（民族との戦いと帝国支配の終焉） 

 以上概観してきたように、辺境地域に属州とローマ都市をつくり、地元民族と戦って、版図を広げ

ていったのがローマ帝国であった。西暦 2～4世紀は、マルクス・アウレリウス帝がカルヌントゥム

で指揮をとり、国境防衛線でゲルマン民族のマルコマンニと戦った。 

 こうしたなかで、アジア系の遊牧騎馬民族のフン族が 376年ヴォルガ川を渡り西に移動を開始。

各地域のゲルマン民族はそれに追われる形でヨーロッパ南部、中央部、西部に大移動を余儀なくされ

た。フン族に追われた東ゴート人がドナ川河畔に入ってきたため、それまでそこにいた西ゴート人は

ローマ帝国に助けを求めた。しかし、ローマ帝国は食料を提供せず物資の販売も拒否するなどしたた

め、西ゴートの家族は犬一匹の肉と引き換えに子供を奴隷に出すまでになった。追い詰められた西ゴ

ート族は反乱（ゴート戦争）を起こす。378年ビザンチン近くのハドリアノポリス（現トルコのエデ

ィルネ）でローマの東方皇帝ウァレンスは殺害され、東ローマ軍は大敗を喫した。西ゴート人はバル

カン半島に定住するようになり、380年にはドナウ川西岸のパンノニアにも到達するようになった。 

 西暦 395年、それまでローマ帝国の東西両地域を実質支配していたディオクレティアヌス帝が死

去。帝国は東西分裂となった。 

 同じ年、ゲルマン系、遊牧民族系など複数の民族がカルヌントゥムの国境防衛線を破ってドナウ川

を渡り、帝国領内に侵入。カルヌントゥムでは市民都市を放棄した市民が地域外に逃げたり、軍団キ

ャンプのある軍事都市に退避。さらにはドナウ川を防衛する軍団の艦隊もウィンドボナに移動せざる

を得なくなった。 

 400 年代に入りカルヌントゥムの略奪は激しくなった。430年帝国発行の公文書「帝国要覧」には

カルヌントゥムについて最後の記述がなされている。それ以降カルヌントゥムの記述は消え、忘却の

彼方となった。 

 ローマの西方皇帝ウァレンティアヌスⅢ世の西暦 433年、遊牧民スキタイ出身で人質時代にフン

族のアッティラと親交があったとされるローマ軍のアエティウス将軍は、フン族の軍事協力の見返り

としてパンノニアの支配権をフン族に認める取引を行った。 

 パンノニアを手にしたフン族は一大王国をつくった。同時に、カルヌントゥム､ウィンドボナのパ

ンノニアでは、400年に及ぶローマ帝国の統治が消滅するに至った。 

 

（ローマ後の支配王国とウィーンの登場） 

 フン王国の国王のアッティラが 453年（以降西暦は略）に死ぬとフン族の力は衰え、代わって、

以前からこの地に到達していた東ゴート人が定着するようになった。 

 西ローマ帝国が 476年に滅んだあと、東ゴート人は、東ローマ帝国と手を組んでイタリアに遠征

し、そこで 497年王国を建国した。ところが、東ローマ帝国がイタリアを取り戻したくなり、スカ

ンジナビアから南下してきた別のゲルマン民族のランゴバルト人と手を組んだ。そして、ランゴバル

ト人にパンノニア移住を認める一方、東ゴート王国に対して戦争を起こし、554 年同王国を滅ぼして

しまった。 

 新たに実権を手にしたランゴバルト人は、イタリア半島において 568年頃、ローマ等を除いた北

部や南部を中心にランゴバルト王国を建設した。 

 しかし 774年フランク王国のカール大帝がローマ教皇に乞われて北イタリアに侵攻してランゴバ

ルト王を兼ねるようになったため、実質的にランゴバルド王国は滅んだ。 

 パンノニアの州都にまで上り詰めたカルヌントゥムは崩壊してしまったが、その後のウィンドボナ

では、カール大帝が 792年に聖ペーター教会を建設したともいわれる。 

 勢いに乗ったカール大帝は、ドナウ川上流で独立勢力となっていたバイエルン族を攻め、788年に

は大公タシロ 3世を追い落とし、バイエルンを征服した。791年にはドナウ川中流のスラヴ人や下流
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域にいたアヴァール人をも討伐。こうしてドナウ川流域を制していった。そして 799年、カール大

帝臣下のヴィルヘルム家をアヴァール辺境伯としてウィンドボナの地に任命している。ウィンドボナ

は、まさに新たな道を開こうとしていた。また、カール大帝自身も、翌 800年ローマ教皇から西ロ

ーマ皇帝を戴冠した。 

 9世紀後半になると、のちにハンガリー王国を建国したマジャール人がウィンドボナに侵入したた

め戦いが行われた。この時の状況を記した 881年の「ザルツブルク年代記」には、歴史上初めて記

録文章に「ウィーンにて」（apud Weniam）と名前が登場する。 

 のちに神聖ローマ帝国の初代皇帝となるオットーは 955年にレクフェルドの戦いでマジャール人

を破った。976年には皇帝家臣のバーベンベルク家のレオポルト 1世をオストマルク東方辺境伯に任

命し、1155年には同家のヘンリー公爵が同家の居城をクロスターノイブルクからウィーンに移し、

ウィーンをオストマルクの首都に昇格させた。 

 カルヌントゥムはローマ帝国と共に衰退したが、ローマが築いたもうひとつの都市ウィンドボナ

は、廃墟のなかにも人びとがしたたかに住み続け、その軌跡が新たな指導者を呼び込み、引いてはこ

の後ハプスブルク家の都ウィーンとして繁栄を築いていく。こうして歴史を振り返ってみると、都市

の歴史、人びとの歴史のなかに悠久の無常を感じるものがある。 

 

第 2章 カルヌントゥム（Carnuntum）のローマ都市遺跡 

 

1 カルヌントゥムの都市構造 

 

（帝国会議の遺跡発見） 

 カルヌントゥムの遺跡は、オーストリア共和国ニーダーエスターライヒ州ブルック・アン・デア・

ライタ郡のペトロネル＝カルヌントゥム村およびバート・ドイチュ＝アルテンブルク村にまたがって

位置し、範囲は概ね東西に約 5キロにわたっている。それぞれ村の人口は 2018 年 1月 1日現在

1245 人と 1765人､合計で 3010 人である。 

 これらの村で発見された石碑に関する論文が 1733年に発表され、1877年からはこのローマ都市

遺跡の本格的な考古学調査が開始された。現在も発掘は継続され、発掘現場や復元された施設は考古

学公園として開放され、有料で見学できる。 

 ここがなぜローマ都市であり、いつの時代の

都市なのか。 

 その答を出すために数々の証拠が発見されて

きた。従来の石碑や墓石の碑文の解読、遺跡や

遺物の発掘に加え、近年は上空からの画像分

析、あるいは磁力や地中レーダーを活用した地

球物理学的探索等により、景観非破壊的な方法

による考古学調査が遺跡の発見･確認、仮想的な

地域全体像の作成等に力を発揮している（図

5）。こうして現在も研究されているのが、軍事

都市の軍団キャンプや円形闘技場、市民都市中

心部のフォーラムや大浴場、市民都市の市壁外

にある円形闘技場と剣闘士訓練所などだ。 

 ローマ帝国が東西に実質分かれていた四分統治時代の西暦 308年 11 月 11 日、後継争いが続いて

いた東西ローマの正帝（称号アウグストゥス）と副帝（称号カエサル）を決める帝国会議がカルヌン

トゥムで開かれたという証拠がこの地で発見された。軍事都市郊外で発掘された太陽神ミトラス祭壇

の碑文だ。これにより、ここが 1世紀から 4世紀にかけて隆盛したカルヌントゥムの遺跡であるこ

図 5 ローマ都市カルヌントゥムの仮想全体景観 
         （カルヌントゥム・ツア－ガイドブックより） 
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とのひとつの答となった。祭壇はカルヌントゥ

ム博物館で、帝国会議のモニュメントは考古学

公園で見ることができる。 

 

（カルヌントゥムのローマ都市の構造） 

 カルヌントゥムは、軍事都市と市民都市とい

うふたつの都市からなっている。軍事都市の規

模は約 120ha、市民都市は市壁内で約 67ha。

両者の間は１～２キロに過ぎない（図 6） 

 軍事都市といっても、ローマ軍の要塞に加

え、軍隊の家族が住む住居、飲食店、遊興施設

など、軍隊を支える機能が立地した民間居留地

（カナバエ）が併設されている。カルヌントゥ

ムの軍事都市には、軍団本部を擁するキャンプ地（駐屯地）、軍事演習場、属州総督の公邸、円形闘

技場が中心部にあり、その周囲に上述の民間居留地が広がっていた。 

 今回の視察では時間の都合で寄れなかったが、カルヌントゥムの軍事都市には、円形闘技場（AD1

世紀建設）の発掘跡地が公開されている。また、発掘された史料が多数保管されたカルヌントゥム博

物館がある。 

 

２ カルヌントゥムの遺跡･復元施設「考古学公園」 

 

 私たちが訪れたのは市民都市の遺跡である。1870年から考古学調査が行われ、市壁内の南東の一

角で当時の建物や道路等を復元し、考古学公園「市街地区」として公開されている。この市街地区の

用語は、公園の管理者であるニーダーエスターライヒ考古学文化公園運営協会が現地説明で使う City  

 

図 6 カルヌントゥムの軍事都市・市民都市 
（ https://en.wikipedia.org/wiki/Carnuntum#/media/File:Carn

untum_map_Roman_city.pngに加筆） 

図 7 復元施設の配置 

  （https://www.carnuntum.at掲載の当時の想像図とツアーガイドブックの案内図より作成） 
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Quaterの訳語であり、本稿でも、以下、市民都市の復元地区を「市街地区」と呼ぶこととする。 

入場料は、軍事都市にある博物館との共通入場券で、一般 12ユーロ、高齢者・学生・障がい者およ

20人以上の一般団体は 10ユーロ、学生団体は 4ユーロ、11歳以下は無料など、きめ細かく分か 

れている。 

 カルヌントゥムのローマ都市の構造と主な施設の配置は、図 7のようになっている。当時のロー

マ都市の全体像のどの部分が復元されて市街地区になっているかを確認してみた。 

 

３ 市民都市の市街地区 

 

 道路沿いにある考古学公園の案内センターを抜けて公園内に入ると、屋外には、ローマ都市・カル

ヌントゥムが最大になった西暦 170年頃の 300分の 1の「都市模型」と、西暦 308年にローマ帝国

の皇帝がカルヌントゥムに集まって四分統治の正副皇帝を決めた「帝国会議の開催記念碑」がある。

その横を通って林を抜けると、復元されたローマ都市遺跡が始まる。 

 主な復元施設のポイントについて、ツアーガイドブックをベースに、今回の視察結果とその後の調

査を踏まえて整理すると、次の通りである。 

 

（サウス・ストリート） 

 市街地区では、東西を貫く道路が 2本、南北方向の道路が 2本、計 4本の道路が考古学調査され

た道路となっているが、なかでも東西を貫く道路の北側をノース・ストリート、南側をサウス・スト

リートと呼んで、市街地区のメイン道路となっている。どちらもローマ時代の正式名称でなく、復元

された市街地区内での位置からそうつけられた名前である。 

 市街地区が南東の端にあるから、サウス・ストリートの主要部分は西方向にのびていることにな

る。市街地区の外の部分はまだ発掘が終わっていないが、市街地区内の道路では、路面の下に下水道

があり現在保存されている。調査終了後は、舗装石が正確に元通りに敷き直されているという。 

 カルヌントゥムには西暦 351～361年ごろに大きな地震があり、多くの建物が崩壊した考古学的証

拠が残されている。それよりもずうっと前にも台地の高さを急変させる現象が発生し、このサウス・

ストリートを境に南側が高く、北側が低くなっている。視察時には確認しなかったが、サウス・スト

リート沿いの段差には擁壁がつくられていて、現在も確認できるという。 

 サウス・ストリートが市街地区の街区を南北に分けたことで、この地域に構造性を与えるととも

に、南側の高いほうには商人の個人住宅・店舗があり、北側の低いほうには旅館や浴場などの公共建

物と唯一の個人の大型邸宅が復元されている。 

 

（油商人の家） 

 この家は、市街地区において最初に考古学的研究が行わ

れた遺跡である。証拠がそろた北側部分について建物が復

元されている。持ち主の職業は、発掘物の収納壺〈アンフ

ォラ〉やサンプル用の容器などから油商人とされる。油の

売場や水がめのある家の入口、廊下とその先の居室、室内

のモザイク模様、庭などがまさにその場所で復元されてい

る。庭は、英国のフィッシュボーン・ローマ宮殿の庭園を

モデルに、北側の２区画は鑑賞用植物、南側の２区画は家

庭菜園ときめ細かに復元している。 

 

（ルキウスの家） 

発見された碑文から、この家の持ち主がルキウス・マティケイウス・クレメンスであることがわかっ

写真 2）油商人の家（手前の壁の遺跡部分。右は再
現された庭）＜筆者撮影2019．5．1（以下同様）＞ 
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た。家の機能を完全に復元するために、実験考古学の方法を

つかったとされる。実験考古学とは、実験考古学とは、実際

に当時の建築方法や同じ材料を使って作ってみて遺構の技術

や機能を理解しようという考古学の手法である。 

 家の大きさやしっかりした調度品から、家の持ち主は中流

の生活水準であり、他の市民についても多くが同様の暮らし

をしていたという。この地が琥珀街道（アンバーロード）と

防壁の道（リメスロード）の結節点に位置し、商品の一大集

散地であったことが関係しているのだろう。 

 この家の持ち主の職業は、布商人であった可能性が高いとい

う。それは、この場から製品・商品の材料にかかわる遺物が発

見されいないことを根拠としており、布であれば何世紀にもわたって遺物として残存できないから

だ。 

 この家は２階建だとされる。しかし、１階は復元できても、２階は上であるため間取りや用途、調

度品の遺物が発見できず復元できなかったいう説明は大変わかりやすい。 

 1階では、道沿いに柱廊（ポルチコ）と店舗、敷地内に入ると展示販売ルーム、私的空間への入

口、台所、中庭、リビングルームが復元されている。そして、ローマ人の生活様式として特徴的な床

暖房システムも稼働できるよう復元されている。 

 また、建物の中央部が空間になっていて、その周囲に家の屋根が差し掛かっているが、屋根の向き

を決める根拠として、中庭に遺っていた雨水排水路と思われる溝の方向が南北方向だから、溝の真上

の屋根の平面部（棟木）は東西方向に向いていなければならないとした判断には引き込まれた。 

 

（ノース・ストリート） 

 この道路は、復元された市街地区から西にずうっと伸びて

いて、市民都市の中心部にあるフォーラムの前を通り、西端

の市壁に到達するメイン道路となっている。道の両側には柱

廊（ポルチコ）や集会場があり、往来がはげしかったと思わ

れる。 

 現地では当時の石で復元された路面舗装や轍を見ることが

できる。また道路の下にはローマ時代の下水道が保存されて

いる。 

 この通り沿いには、邸宅、旅館、ローマ公衆浴場が当時の

姿で復元されている。 

 

（邸宅） 

 原文の施設名はヴィラ・ウルバーナであり、豪華な大邸宅を指す。ルキウスの家のように持ち主に

ついての手がかりは見つかっていないが、ローマと同じ生活

レベルをこの最遠の地に持ち込める上流層の市民であったよ

うだ。 

 建物の復元にあたっては、部屋の機能が明確なところを中

心に行われたが、延べ面積は 600㎡に及ぶ。建物はメイン道

路（ノース・ストリート）に面し、道路沿いには隣りの旅館

や公衆浴場の前までのびた柱廊が復元されている。邸宅に

は、柱廊から階段を上がって正面玄関から入る。玄関の先に

は、管理人の前室、家の主人との面会室、その奥には、再現

写真 3）ルキウスの家の展示販売ルーム〈同〉 

写真 4）ノースストリートと邸宅･旅館･公衆浴場側の
柱廊（ポルチコ）〈同〉 

写真 5）邸宅のメインホール（復元された壁画と後
陣）〈同〉 
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に何年もかかった 30㎡の豪華な壁画と丸天井のアプス（後陣）が備わった応接用のメインホールが

ある。 

 また、玄関横の台所には、パン焼き器と一体になった土製の天火が復元されている。展示されてい

る食器は、出土品を参考に複製された。台所に隣接した石舗装の中庭には、床暖房システムの炉が２

つあり、レンガをくりぬいて作った熱送管が各部屋に張り巡らされている。ここの床暖房は、床下の

柱が砂岩で作られており、一般にあるレンガの積上げでないことから、家の主人が通常以上に富を有

していたことがわかるという。 

 このように復元された建物に接すると、当時の持ち主の地位と自信を感じ取ることができる。 

 

（旅館） 

 前述の邸宅と後述の公衆浴場との間にあるこの建物は、長い

間機能が特定されず、当初は、建物内の施設が規則的に配置さ

れ部屋が同じ広さなので軍団病院と考えられていたという。し

かし近年の考古学調査で、この建物は旅館だとされた。 

 旅館も通常の住宅と区別するのは難しいようだ。しかし、こ

このように廊下の両側に同じ部屋が連続していて、食堂(テルモ

ポリウム)とつながっている場合は、旅館と認識できるという。 

 宿泊部屋は通常、相部屋で使われた。ローマから来た客たち

が部屋でノミや虫を話題にしたり、売春が宿主の副収入になっ

たり、サイコロ博打が流行ったりと、どうも人類のやることは

昔から同じだ。 

 食堂や共同トイレのある旅館は当時大きなローマ都市では一般的で、カルヌントゥムのこの旅館も

メイン道路にふさわしい施設だった。発掘と復元は現在も進められている。この街区(インスラ)の全

貌が明らかになるのが楽しみである。 

 

（公衆浴場） 

 公衆浴場（テルマ

エ）通いは、ローマ人

の生活そのものだ。カ

ルヌントゥムのような

遠いところでも公衆浴

場を建てているという

ことは、ローマ都市に

公衆浴場は欠かせない

のであろう。 

 この施設が建てられ

たのは、考古学調査に

よると、西暦 124 年に

カルヌントゥムが居留

地から自治市に引き上

げられた直後のこと

だ。浴場面積は約

1,500 平米。建物の石

壁を復元するのに約

1,200 立米の原材料を使

写真 6）旅館（中央の壁の遺跡）と邸宅（右の家）と
公衆浴場（左の家）〈同〉 

写真 7）床暖房システム（公衆浴場内）〈同〉 写真 8）浴場の大広間〈同〉 

写真 9）共同トイレ（公衆浴場内）〈同〉 写真 10）冷水浴室〈同〉 
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い、すべて当時にならって手作業で行われたという。 

 最大のチャレンジは、浴場の暖房システムと浴槽への水供給システムの復元であった。ルキウスの

家や邸宅で小規模な暖房を復元したことが経験として役立った。しかし、公衆浴場のような大規模の

暖房はまったく未経験であるし、ましてや水供給の復元はもっと大変だったという。というのは、ロ

ーマ時代の水供給の仕組みに関する情報がほとんどなかったからである。古代の建築技術を使って復

元したが、結果として、世界で唯一の完全稼働式ローマ公衆浴場が実現できた。 

 復元された公衆浴場は、入口がメイン道路に面した北側にある。入口横に軽食売場があり、客はそ

こで買って持ち込みができる。 

 通路の途中に共同トイレがある。椅子式だが、プライバシー保護の仕切りはない。驚くことに水洗

式になっていて、奥の浴場の浴槽からパイプを使って水を引き、椅子の下の排水溝に流して定期的に

洗浄するという仕組みである。 

 通路の先には大広間がある。そこは浴室に入る前の脱衣室、休憩室のようなところで、そこを通っ

て奥の浴室に行く。浴室は３つの違った湯温に分かれていて、一番手前が冷水浴室（フリギタリウ

ム）、その次が 25～30℃の微温浴室（テピタリウム）、一番奥が 35℃の高温浴室（カルダリウム）

となっている。日本人からすると高温というほどではない気がする。 

 公衆浴場の復元施設内には、このほかにもいくつか部屋があり、昔の状態で保存されている。 

 

４  市民都市の南側 

 

（円形闘技場と剣闘士養成所） 

 ローマ建築といえば、フォーラム、公衆浴場、円形闘技場という公共施設を思い浮かべる。ここカ

ルヌントゥムにおいてもこれらは建設されていた。 

 フォーラムは、市民都市の中心部に宮殿並みの大きな公衆浴場とともに建設されていたことが考古

学調査でわかっている。復元はまだされていない。 

 円形闘技場はカルヌントゥムでは 2か所作ら

れていた。ひとつは、軍事都市にある 8000人

収容の円形闘技場で、西暦 81-96年の間に建設

されたとされる。1877年に発掘され、現在公開

されている。 

 もうひとつは、市民都市の市壁の外にある

13000 人収容の円形闘技場で、124年ごろに建

設されている。ちょうどハドリアヌス帝がカル

ヌントゥムを自治市に昇格させた時代だ。1920

年代に発掘され、こちらも現在公開されてい

る。今回の我々の視察団はこちらを見る機会を

得た。 

 現場は、ハウプト通り（ローマ時代の防壁の

道）から南に向かう糸杉並木の小径を 140m ほ

ど歩いた先に忽然と現れる。闘技場跡はすり鉢

状に土が盛り上がり、観客席の南北の切れ目は入退場門だったようだ（写真 11の上段）。 

 また、すぐ近くに、グラディエータースクールつまり剣闘士養成所の跡地があった。発見のきっか

けは 1996年にレーダーで壁が見つかり、2011年の空中写真やレーダー測定で全容が確認された。

敷地は 2800平米で中庭に直径 19m の木造訓練場、周囲にはトレーニングルーム・入浴施設・食堂

兼会議室・平均 5平米の剣闘士の部屋の建物群があった。現在は木造の訓練場が再現されている

（写真 11の下段）。 

写真 11） 市民都市の円形闘技場跡（上）と剣闘士 

養成所の訓練用闘技場と模型（下） 

              ＜筆者撮影 2019.5.1＞ 
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（ハイデントーア） 

 円形闘技場の南側には、ハイデントーア（ヘーセ

ンの門、異教徒の門）といわれる四面門（クアドリ

フロン）がある。現物はだいぶ崩れているが、かつ

ては四方が開いた立方体の石造りの門で、道の交差

点に設置されていた。門の真下には大きな台座があ

り、実物より大きな皇帝の像が台座の上に立ち、像

の高さは約 4.3m にもなるという。 

 この門は、ローマ帝国後期の皇帝コンスタンティ

ウスⅡ世（アウグストゥス在位 337-361）の勝利を

記念して 4世紀後半に建てられた碑だとされてい

る。5 世紀前半にはカルヌントゥムから人がいなく

なったが、門は崩れた形で残った。中世の人々は異教徒の墓だと思い、異教徒の門、ヘーセンの門、

ハイデントーアと呼んだといわれている。しかし、この門に関する碑文はまだ見つかっていない。 

 

５ 視察を終えて 

 

 カルヌントゥムは、ローマ帝国全盛期の東北地方における基幹的なローマ都市であり、ヨーロッパ

南北交易路の要所につくられ異民族との戦い拠点、国家防衛の拠点であった。 

 映画「グラディエーター」には、皇帝マルクス・アウレリウス指揮のもとに将軍マキシマス率いる

ローマ軍団がマルコマンニと激しい戦いを繰り広げる冒頭シーンがある。事実、マルクス・アウレリ

ウスはマルコマンニ戦争のためにカルヌントゥムに数年間滞在し、「自省録」を執筆し、ウィンドボ

ナで息を引き取ったという。本稿をまとめるにあたって、改めて映画を見直し、感慨一入であった。 

 今回のカルヌントゥム視察は、主としてペトロネル＝カルヌントゥム村にある市民都市とその周辺

遺跡が中心であったが、もう一方のバート・ドイチュ＝アルテンブルク村にある軍事都市の施設を機

会があればぜひ見たいと思う。 

 なかでも、カルヌントゥム博物館は、400年以上にわたるカルヌントゥムのローマ都市に関する貴

重な史料が保存、展示されている。博物館は、多くのローマ市民や兵士が信仰していた太陽神ミトラ

スを祀る神殿が 1894年に発見され、それを取り込んで建設されている。また、1904年の開館式典

には、フランツ・ヨーゼフ・オーストリア皇帝が出席している。 

 カルヌントゥムでは現在もさまざまな方法で考古学調査研究が行われている。特に古代カルヌント

ゥムにおける人びとの生活に焦点をあてた研究プロジェクトは進んでいて、成果は公開される予定

だ。 

 世界各地に残るローマ都市は、ローマの歴史において非常に大きな役割を演じた。カルヌントゥム

やウィーンにおいてもますます調査研究が進み、また施設の復元も行われ多くの人々がローマ都市を

追体験できるよう願っている。 

 

結びに 

 

 以上、視察報告としてカルヌントゥムについてまとめたが、調べれば調べるほど範囲が広がり、ま

た奥も深くなった。人の生きざまを見るようで、展開の面白さに引き込まれてしまい、筆が進まなく

なった。原稿の提出が遅くなり反省している。 

 最後に、ウィーン市内やその周辺での視察も充実していたので、触れてみたい。 

 ウィーン市は、東京都と同じ 23の区をもち、各区は市民生活に身近な行政サービスを提供してい

写真 12） ハイデントーア＜筆者撮影 2019.5.1＞ 
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る。市・区ともに、日本各地の自治体と友好都市提携を結んでおり、東京でいえば、ウィーン市が東

京都と、５つの区が都内５つの区市とそれぞれ提携している。 

 今回の視察団のメンバーに、ドナウシュタット区の友好都市である荒川区で仕事をしている職員が

参加してくれた。事前の計画段階から現地の行動まで主力となってリードしていただき、非常に興味

深い視察をすることができた。 

 現地の視察先では、オーストリアで文化交流のコンサルタントをし、日本でも荒川区を始め幅広い

関わりを持っているエベリン・サイトウ・ラクナー氏が懇切丁寧なアテンドをしてくれた。エベリン

さんの伴侶は画家の斉藤民雄氏で、幸運にもウィーンの御自宅で会食を一緒にすることができた。 

 旅行期間は短かったが、周到な企画と丁寧なアテンドのおかげで視察は充実したものとなった。ド

ナウシュタット区役所ではネヴリヴィー区長や前区長、ウィーン大学日本学研究室ではマンツェンラ

イター教授や栃木教授それに日本語の上手な院生の皆さんたち、シェーンブルン宮殿庭園では連邦庭

園局のローラウアーさん、こうした皆さんと親しく意見交換することができた。 

 ウィーン市内では、世界遺産･歴史地区内にある宮殿や美術館、国立歌劇場、大聖堂、市役所のほ

か、ザハ・ハディド氏設計のウィーン経済大学の校舎、周辺地域ではハイドン生家があるローラウや

住まいがあるアイゼンシュタット、ベートーベン遺書の家のハイリゲンシュタットなどを訪れた。歴

史と文化に満ちた都市、国とはこういうものだと見せつけられた気がする。 

 あらためて、充実した視察を実現してくれた青山先生をはじめ視察団一行の皆さん、現地でお会い

する機会をいただいた皆さんに、心から感謝申し上げる。  

                                         (以上) 


